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生気候学に関する研究会＊（1962年春季）

　日本気象学会・環境生理集談会，国際生気象学会日本支部の三者の共催で，東京の順天堂大学講

堂で1962年春季の生気候学に関する研究会が行なわれた．

　一般研究発表は午前，、気象と生体のリズム”に関す

るシンポジウムは午後に行なわれた．

　昼食後の時間に，日本生気象学会を創立しようとの提

案が京都府立医大吉村教授によってなされた．1962年12

月に再び総会を開いて，それを決定しようということな

った．

　、気象と生体のリズム”にっいては気象，生物，医学

の各分野からそれぞれ，気象のリズムが生体のそれ自身

もっているリズムとどのように関連してくるかという立

揚から活溌に意見が出された．

　まお今迄，本学会で行なわれた生気候に関するシンポ

ジウムらは次の通りである．

1．

．2．

．3．

，4．

5．

6．

7．

、8．

気象と衛生に関して

空気調和に関して

療養地気候に関して

衛生気象に関して

　　気象庁研修所

気象庁中村記念館

　　気象庁研修所

　　　京大楽友館

1954年

1955年

1956年

1957年

気象・気候変動の生体に及ぼす影響

　　　　　　　　　　　東大医学部講堂　1958年

生気候学のあり方に関する討論会

　　神奈川県湯河原厚生年金病院講堂　　1959年

山の医学に関して東京慈恵会医科大学講堂1960年

南極越冬の医学に関して

　　　　　　　　　　京都比叡山ホテル　1961年

　　　　　　　　　　　　　　　（神山恵三記）

研究発表（9時～12時30分）

1．　猪股亀三郎（東山ビルデング空気調和管理室）

　　暖房管理と室内気候（10分）

2．　久保次郎（気象庁・観測）

　　不快指数と冷房負荷との関係（10分）

』3．柏木　力（名大環境研）

　　体感の数量化と余効の推定（10分）

4．小野三嗣，安部　勉（慈恵医大・名取生理）

　　分離可視単波長光線量の変化（10分）

5．窪田為延・沢辺安正（順天堂大・衛生）

　　騒音と温熱環境による生体の変化（10分）

6．

7．

8．

9．

10．

11．

12．

＊Symposium　on　BiGclimatology

石井敏武（九大・小児）

仮性小児コレラ発症気温の解析（10分）

根本順吉（気象庁・長期）笠井和（東京女子医）

川上武（杉並診療）

発病と気圧配置（10分）

田多井吉之介（公衆衛生院・生理）16mm

Rabbit－Ear－Chamber法による末槽血流のリズム

性（15分）

山本宗平・高木健太郎（名大・第一生理）

寒さによる「ふるえ」のリズムの性質（10分）

橋本康一（北大・鳥居内科）

甲状腺機能およぴ糖質代謝の季節変動（10分）

武部和夫，中川光二，橋本英晴（北大・鳥居内科）

副腎皮質ホルモンの昼夜変動　　特に健康人およ

び甲状腺機能充進症との比較（10分）

久野　寧，山田敏男，今井雄介（三重大）

アドリナリンによる人体の体液性発汗（10分）

1962年11月

シンポジウム「気象と生体のリズム」

　　　　　　　　　　　　　　　（13時30分～17時）

話題と話題の提供者

　気象のリズム

　　　　　　　　倉島　　厚（気象庁・天気相談所）

　気象と植物のリズム

　　　　　　　　渡辺光太郎（京大・応用植物）

　季節と生物時計

　　　　　・　　渡辺　厳一（新潟大・衛生）

　体温のリズム

　　ー航海中の観察をもとに一

　　　　　　　　緒方　維弘（熊本大・体賀研）

　季節病のリズム

　　　　　　　　籾山　政子（気象研）

　感染成立の季節的リズム

　　　　　　　　菊地　正一（順天堂大衛生）

　物理的リズムー部の遮断

　　一持続性暗黒環境の内分泌活動一

　　　　　　　　伊藤　真次（北大r第一生理）

司　会　　　　　神山　恵三（気象研）
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暖房管理と室内気候

緒股亀三郎

生気候学に関する研究会
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　皮膚温慶と体感の関係を6打点式サーミスター自記温

度計とアンケートにより室内で事務作業をしている人に

っいて調べた．皮膚温度に対する人間の体感は表に見る

ように，男子においては同じ皮膚温度においても午前に

丁度良くとも午後においては暑いということがわかっ

た．女子においてはこの差異はみられないないが，これ

は男と女の仕事の内容の違いによるのでなかろうかと思

われる．次に天気の違いよる体感を比べてみた．

　すなわち一定温湿度で一定皮膚温度においても室外の

気候により体感相違をきすことがわかった．

（co）とすると，

　　P1＝0．72（！α＋ω＋40．6一・…・……………一・（1》

であって，、01を利用して求める冷房度日α）は，

　　CP＝0．72Σ（、01－Z）18）

　　　＝0．72〔Σ（！α。一iα乞）十Σ（∫、・。一砺ぎ）〕…’…●（2）

である．

　ただし，Z）1・は冷房の標準とする室内の不快指数の値1

であり，あ。，醸はそれぞれ室外および室内の気温，劾α，一

∫幅はそれぞれ室外および室内の湿球温度である．

　Z）18の値にっいては，E・C・Thom氏は試験的に60を採i

用したが，筆者は日本で一般に標準とされる工場内の気

候条件や，神山博士の日本人成人にっいての不快指数の

調査結果などを考慮して，P1・＝70を選ぶことにした．

　以上から冷房度日α）は次式によって表わすことがで

きる．

　　CP＝0．72Σ（Z）1－70）……………………………（3）下1

　まずこころみに（3）式を用いて，日本のおよそ30地点に

っき，月平均気温および月平均湿度（5か年平均）から

各地の年間の冷房度口を求め，さらに日本における冷房

度日の分布を第1図のように求めた．

室温230C，湿度54％，皮膚温度33。C±0・3
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第1図　日本に於けるCDの分布

不快指数と冷房負荷との関係

久　保　次　郎

　ふっう冷房度日は気温の資料を利用して求めている

が，1958年にアメリカ合衆国気象局のE．C・Thom氏は

不快指数から冷房度日を求めることを提案した．

　今，不快指数をZ）1，気温を，彪（C。），湿球温度を施

22

次に，以上の方法によって求めた冷房度日が理論上の

冷房負荷とどのような関係にあるかを調べてみた．

冷房負荷を伝熱と換気のみによると仮定したとぎ，外

から室内に侵入する熱量（π）は，

　　ゐr＝みU（！α0一姦ず）十（？Cρ（あ0一≠顔）………………（4》

である．

　ただし，Aは伝熱面積，Uは伝熱係数，！α。，鹸はそ

れぞれ外気温および標準室温　Qは換気量，Cカは空気

の定圧比熱，！・。，醸はそれぞれ外気および室内空気の

相当温度である．

　湿球の熱平衡を考え，室内外の湿球温度（動ぎ，∫”。）で

、天気”9．11．
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飽和したときの空気の混合比をそれぞれ（銑ノ，∬。ノ）と

し，水の気化熱をLとすると，（4）式は次のようになる．

　　∬＝z4．U（1α。一！α乞）十9〔Cp（命一！漉）

　　　＋L（¢。ノ」¢の〕…………・一……………・一（5）

　日本の夏では，冷房上20～350Cで飽和した空気を考

えればよいから，飽和空気の絶対湿度をσ（gr／m3）湿球

温度を砺（OC）としたとき，

　　σ≒0．012十〇．0014砺……………………………（5）

としてよい．

　したがって，（4），（5）式から

　　∬／24U≒（！α。一∫α乞）十Q／AU（砺。一∫漉＞・…・……（6〉

となる．

　この（6）式において（払4Lが1に近い値をとるなら，

不快指数から求めた冷房度日は理論上の冷房負荷に比例

する．

体感の数量化と余効の評価

柏　木 カ

585

び，夫々の環境条件の中で，最も近い感覚を選ばせた．

　余効の大ぎさの推定は，余効を一っの変効因として取

挙げ，それを組み入れたラテンオ格1）によって行なった．

その統計学的構造模型嫉，勤肋＝μ＋α＋0汁丁々＋ノ～ん＋

θ乞ブ肋である．ここで

　勤ゴん：第i群における第ブ番目の温度変化蒔の，温度

　　　hに対する体感の評点のグループ総計であって，

　　　hは（ゐ一1）番目の温度変化にあたる．

　μ：一般平均．

　α：群の効果．

　0ゴ：温度変化順序による効果（疲労ないし，飽和，慣

　　　れ，順応などの効果に当る）．

　Tん：環境温度の直接効果．

　1～ん：h番目の環境温度の余効．

　砺肋：獅肋評価における誤差．

　温度水準として，150，100，5。，ooを選び，気温安定

後5分の感覚をとり分析した．

第1表　温度変化の様式と結果の評点

　現在用いられている所謂体感温度（広義の）は，直接

ヒトの体感には結ぴついていない．また気温気湿，輻

射等々の気象要素を綜合するにしても，明確な理論的根

拠にもとずいてそれを行なっているとはみえない．また

最大の欠陥は，生体側の条件，生体の反応を無視してい

ることである．種々の型の冷却計には，これらの欠陥が

集約されている3）．

　これらの欠点を除く上に，たとえば体感を気象要素群

の回帰として提える場合にも，或いは判別関数で置換え

る場合にも，体感を数量化しておくことは以後の取扱い

に便利であり，また余効を推定することは，その形で実

は生体側の条件の一一部を少くとも反映させていることに

なる．

　被検老として16人の健康人を選び，確率的に4人づ

っ，4群に分け，第1表のような温度変化を人工気候室

内で与えて，その際の温感を調査した．

　数量化の方法としては，RA・Fisherによる評点法2）に

準じ，両端を固定して0，1とし，その間を2階級に分

ちその値を推定した．実際には左表のような表現を選
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1962年11月

a：15。C，　b：100C，　c：50C，　d：OoC

　以上のような実験条件における温度感覚の推定値は，

暖い＝1，寒い＝0とした場合に，涼しい＝0．9，やや

寒い二〇．8であった．帰無仮説Eo：∬ニ2／3，y＝1／3は

この場合は棄却され、，ッすなわち、やや寒い”という表

現は，（0～1／3）間には妥当しないことを示す．

　次に余効の大ぎさは表の通り（表2，3）．

　この場合，直接効果は非常に合意であるが，余効は合

意でない．

　更にこれらの値からそれぞれの平均値を推定すると

（表3），たとえば15。Cの温度水準の直接効果は，前の

温度条件の余効を消去するように調整した場合に，この

系の評点では0．91であったことを示している．直接効果

としては，50，00は負の方向に作用する．余効の大きさ

25



384 生気候学に関する研究会

第2表　分散分析表

要　因 Df S．S． M．S．
分離可視単波長光線量の変化について

郡

方格間

順　序

直接効果

余　効

誤　差

3
1
3
3
3
18

2．62

0．38

0．19　　　　　　　　　0．06

53．75　　45．G8　　　　15．02

0．93　　　9．61　　　　　0．31

5．01　　　　　　　　　　0．23

62・90（下線は調整した手方）

小野三嗣・安部　勉

計 31

第3表　平均値の推定

　　　　　調整した平均　　直接効果温度水準　　　　　値直接効果　　‘調整ずみ）
余　　効
（調整ずみ）

150C

10。C

50C
O。C

0．91

0．76

0．39

0．12

　0．37

　0．2i

－0．15

－0．43

0．46

0．52

0．59

0．60

差の標準誤差 0．07 0．09

は，ほぽ等しい大きさを持つ．

　ここではヒトの温度感覚を数量化し，その際の余効の

大きさを取扱う場合のモデルを示した．考えられる全て

の温度感覚表現を網羅しても，現在の計算機の能力から

すれば，評点ずけは極めて容易であろう．

　また余効の推定の実験計画としては，今回は1っの変

動因のみを取上げた．この計画では他の気象要素の効果

は残差して誤差項に含められていて，それに対して直接

ないし残存効果を検定しているのであって，他要素の効

果が0であるのではない．複数個の変動因を問題にし，

且前々期の事象の余効をも老慮に入れると，解析法は甚

だ複雑になって実際的ではなくなる．むしろ余効を効果

的に消去してそのものの効果だけを取上げる4）方が，時

々刻々に変動しながら気象条件の影響を受けている生体

の機能を分析するには好都合であろう．

文 献

1）W．G．Cochran，G．M．Cox：“Experlmental
　Design”」．Wiley．，57．

2）R．A．Fsher：“Statistica1　］ylethods’for　Res－

　earch　Workers”，01iver＆Boyd，，50．

3）神山恵三：気象研究ノート，12（3），214－248，

　，61．

4）M，Masuyama：BuL　Intem．Stat．Inst．58，
　117－122　　61．
　　　　　，

　直達日射計を改変した，可視光線分離日射計を使用

し，419mμ，546mμ，576mμの三波長の干渉フイルター

を透過する太陽光線を測定して次のような結果を得た．

　上記3波長光は日の出と共に逐次増加し，南中時頃最

大となり以後漸減するが，各波長光量の含まれる割合は

一定せず，419mμは東京練馬の2月には午前8時から

9時頃までは含有率は急上昇し，午後1時頃までは殆ん

ど一定し，以後漸減する傾向を示すのに対して，576mμ

は午前8時頃から午前9時頃まで含有率が急激に減少

し，時頃から午後1時頃まで最低，その後また漸増する

傾向を示した．546mμは前2者に比較して最も変動が

少いが，傾向的には576mμに類似し午前8時頃から9

時頃まで漸減し，それ以降午後3時頃までは著明な変化

を示さない．そして午前1G時30分頃までは，比較的に

576mμの方が多いが，それ以降は午後3時頃までの間

は比較的に546mμの方が優越していた．

　東京練馬の煙霧時は，快晴時に比較して419mμの相

対的含有量が激減し，546mμ特に576mμの方が増加

した．

　昭和37年1月中の快晴時正午の各波長光線含有率を練

馬，新橋，大島各地にっいて測定比較してみたところ，

419mμは大島が最大で26．9％練馬が22．6％でこれにっ

ぎ，新橋が17．7％で最低であった．これに反して576mμ

は新僑が最大で400，っいで大島（38．7），練馬（37．4）の

順となり，546mμは新橋，練馬，大島の順に42．3，

40．0，34．4と少なかった．

騒音と温熱環境による生体の変化

窒田為延・沢辺安正

　騒音によって，身体的には脈肱の増加，血圧の上昇，

脳内圧の上昇，血糖の増加及び副腎皮質ホルモン分泌の

増加等の変化が報告されているが，実際には，騒音と共

に，必ず何等かの温熱条件の影響が介在している．

　ここでは，騒音（250cPs及ぴ3000cPs各90ホン）の

影響が，温熱条件特に低温（10。C）の介在により如何に

影響されるかについて，延36例の人体実験の結果をまと

めた．

24 、天気”9．11．
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　実験は，低温曝露のみ3時間群，低温3時間中1時間

250cps　gOホン騒音曝露群及ぴ低温3時問中1時間3000

cpsgOホン騒音曝露群の3群とし，指標に，脈肱数最

高血圧値，好酸球数，血糖値および尿中17KS排泄量を

用いた．

　その結果，低温による脈肱数の低下が，騒音によるわ

ずかの上昇を抑えていること．

　血圧は，寒冷及び騒音による上昇効果がプラスされて

でてくること．

　血糖は，寒冷による低下作用が，騒音による上昇を抑

え，騒音後の急上昇により，ようやく旧に復しているこ

と．

　及び，17KSは寒冷による変化が少なく，騒音による

低下作用を妨害していないこと，更に，好酸球の増減

は，日内変動を考察すると著変が考えられなかったこと

等がみられた．

　従って，この程度の寒冷中でも，騒音による脈搏数上

昇，血糖値の上昇等の変化が抑制され，血圧上昇は助長

されて，寒冷が，無視しえない影響を与えることが知ら

れる．

　なお，こんご，高温との関連についても，同様の実験

を進めるつもりである．

仮性小児コレラ発症気温の解析

石　井　敏　武

　仮性小児コレラとは，晩秋から初冬にかけて，離乳期

前後の乳幼児にみられる吐潟症で，福岡地方では旬間平

均気温が150C位に下った時に発症が始まり，100C前後

に多発する（第1回環境生理懇話会昭和34年，日新医学

昭和37年）

　多発時期に旬間平均気温が平年を下まわると発症が短

期間に集中し，上まわると分散して発症の期間が長くな

る傾向がある．

　旬間発症数を温度勾配（VヨTo・∠T）でわったもの

な，横軸に旬をとった場合に，ほぼ正規分布をなす．

　〆∠T。：平年の前旬及び後旬との旬間平均気温の差

　　　　算の術平均
　〔
　　∠T：その年の前旬及び後旬との旬間平均気温の

　　　　差の算術平均

　またこの正規分布曲線のσは4∠To・∠Tとほぼ直線

的な逆相関がある．

1962年11月
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　このことから本症の発症の様相は旬間平均気温のうご

きとかなり密接な関係があることがうかがわれる．

発病と気圧配置

根本順吉・笠井　和・川上　武

　この報告の一部は、喘息発作予報用天気図”と題し，

天気Vo1．9，No．8，に発表．

末梢のリズム的変化

田多井吉之介

　よく馴らした兎を用いてのRabbit－Ear－Chamber法

により，顕微鏡観察（写真・映画を含む）顕微光電記録

装置を基に，すくなくとも基本的な至適状態では，末檜

血管の直径と環境の様式がリズム変化をなしていること

がわかった．動物を不適な状態，たとえば暑熱，寒冷，

光線，騒音，物理的振動，さらに化学物質に曝すと，こ

のリズムが漸次消失する．たとえば，気温20～25。Cで

典型的なリズムが見られるが，250C以上になると血管

が開ぎつづけ，200C以下になるとほとんど縮みっづけ

る．

寒さによる「ふるえ」のリズムの性質

山本宗平・高木健太郎

　寒さによる「ふるえ」の特徴は律動的な骨格筋の収縮

であり，筋電図上grouPing　voltageとして現われてくる

といわれている1）．このリズムの性質について，Perkins

はネコの「ふるえ」の際，8～15／secにわたるcontra－

ctionのrateをのを示しており2），緒方は体気の降下に

伴い，不規則な放電が律動的となり，grouPing　voltage

に移行するという3）．「ふるえ」の強さが呼吸と同期して

変動するという報告も多い．また石井は「ふるえ」の

発生は血圧の変動と密接な関係にあることを明らかにし

た4）．

　われわれは原則として無麻酔のウサギを腹位に固定

し，環境気を常気より100C前後徐々に下げながら「ふ

るえ」における上腕三頭筋の筋電図を観察した結果次の

知見を得た．

　第1図に示すように低速度で記録した場合，筋電図上

25



386 生気候学に関する研究会

Regpirotion　（lngpiro↑ioo↑》

瀦細隔欄脚州燃4撫柵脚㈱
　　　　　　　　Acc．

ε．隅．G．（M．tricOP8brochii》

500μV一IOseα

Fig．1　E．M．G．bursts　in　shivering　of　rabbit

　（Room　temp．16．5C，Body　tem．36．7C）

Acc．in　Fig．is　an　acceleration　of　respiration

synchronous　with　burts　in　shivering．

周期的に数秒持続するburstが記録出来る．burst間の

周期はふるえ始めは約15～20秒あるいはそれ以上の周期

で現われ，体気の降下に伴い周期は次第に短くなる傾向

がある．　このburstと同期して呼吸の促迫が見られて

いる．

　次に一個のburst内の様子を高速度で観察すると第2

図に示すようにsPike放電がgrouPingしていることが

認められる．このように「ふるえ」には筋電図上burst

として現れるリズム（burst　rhythm）と，sPike放電の

grouPとして現れるリズム（grouP　rhythm）の二種が

区別出来，後老が多くの文献にみられる「ふるえ」のリ

ズムに相当するものと思われる．

まっている時にみられるもので，この場合も注意すれば

持続的放電の中に各burstを見分けることが出来る．

皮膚を圧迫したり，anoxiaにすれば持続的放電よりも

burst　rhythmの方が早く消失し，更にanoxiaが進む

と持続的放電も消失するから，両者は性質の異ったもの

であろう．

　われわれが行なっているような，無麻酔，腹位固定の実

験条件では，ウサギにおいて，呼吸と同期する「ふるえ」

のリズムをみることは出来なかった．しかしurethane

麻躰をしたり，吸気中のCO2を増加したり，rebreathin9

をさせて窒息させたりしたとぎには，　呼吸と同期する

burstが記録出来た．

文 献

1）時実・津山：筋電図の臨床，1952．

2）Perkins，」．F．：Am．J．Physio1：1945，145，

　264－271．

3）Ogata，K，：Bulletin　of　the　Research　Institute

　for　Diathetic　Medicime，Kumamoto　Univer－
　sity，vol　supP1：1961，　5－10．

4）Ishii，K．and　Jakagi，K．：from“Essentiaヱ

　Problem　in　Climatic　Physiology”：1960．

　196－211．

甲状腺機能と糖代謝の季節変動

橋　本　康　一

・“．

100μV 200mg●o

Fig．2　E．M．C．spike　of　M．triceps　brachi　of

rabbit　in　shivering．read　from　left　to　right．

　「ふるえ」のburstは時により，持続的放電がお二っ

てこれを融合するために，不明瞭による場合がある．こ

れは筋電図誘導筋を伸展して固定した結果，筋緊張が高

26

　入院中の男子肺結核忠者18名を無選択に2群に分ち，

隔月1年間にわたり次の機能検査を行なった．

　（1）ブドウ糖負荷試験：509経口投与，毎30分，180分

までの血糖値をSomogyi法で，（2）インシュリン感性試

験：インシュリン4位静注後毎20分，180分までの血糖値

を同じくSomogyi法で，（3）基礎代謝：（4）PBI：Barker

変法，（5）血中総コレステ・一ル：Zackの原法，（6）血

清Na，K：焔光光度計法

　結果：（1）甲状腺機能は夏に低下し，冬に尤進がみら

れた．即ち，基礎代謝，PBIか冬は夏より上昇し，血清

総コレステロール値は冬に低かった．（2）糖代謝は夏に

低く冬に高い傾向があったがインシュリン感性には季節

的に差は認められなかった．即ち，空腹時血糖値，最高

血糖値（負荷後30分～60分にある），ブドウ糖負荷過血

糖曲線面積は各れも夏に小で冬に大であったが，インシ

ュリン感性指数，インシュリン静注による血糖降下絶対

量，インシュリン静注低血糖曲線面積は各れも季節的に

、天気”9．11．
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差を認めなかった．（3）血中電角質では血清K，Na／Kは

夏に低く冬に高い傾向があったが，血清Naには季節的

に一定の傾向がなかった．

副腎皮質ホルモンの昼夜変動について

一特に健康人と甲状腺機能充進症患者との比較一

武部和夫・中川光鉱・松木英晴

　著者らは数年来，甲状腺機能異常時における副腎皮質

機能の動態を検討してきたが，今回甲状腺機能充進症患

者の血中，尿中の遊離・結合型17－OH－CSの日変動及び

遊離・結合型17－OH－CSの腎クレアランスの日変動を調

べた．更にCartiso1負荷時のCartisol　half－1ifeの日

変動を追求した．各群の対照として健康人を使用した．

　血中遊離・結合型17－OH－CS濃度は充進症，正常人と

もに朝に高く夜に低い値を示し，両者の間に差が認めら

れなかった．

　尿は4時間分割尿を採り，遊離・結合型17－OH－CSの

日蒙動を調べた．遊離17－OH－CSは充進症，正常人とも

に同様の日変動を示していたが，全体的に正常人より排

泄量は有意に増加していた．尿中総17－OH－CSも正常人

よりも充進症の方が，いずれの分割尿でも排泄量は増加

していたが，特に朝において総17－OH－CSの排泄量がi著

明に増加しており，正常人の約4倍の排泄量を示してい

た．これに反して夜間時には正常人の約1．5倍の排泄量

を示しているにすぎない．即ち方進症では正常人に比べ

て尿中総17－OH－CSの日変動の巾が広かった．

　遊離17－OH－CSの腎クレアランスは充進症では正常人

より増加しているが，正常人，充進症ともに午前零時，

午前7時に同じ値を示している．結合型17－OH－CSクレ

ァランスは正常人では午前零時，午前7時ともに殆んど

変化を示さないが充進症では午前零時，午前7時ともに

正常人より増加しており，特に午前7時の結合型17－OH

－CSの腎クレアランスが著明に増加している．即ち充進

症17－OH－CSにおいては，結合型の腎クレアランスに日

変動が認められた．併し正常人においてはこのことは認

められなかった．

　Cortisol　half－1fieの日変動の正常人には認められな

かったが，方進症では夜間に比して朝のCortisol　half－

1ifeは有意な短縮が認められた．即ち方進症では夜間に

比して朝に血中からのCortiso1除去速度の方進が認め

られた．充進症では朝及び夜のCartisol　half－1ifeは正

1962年11月
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常人のそれに比して有意に短縮していた．

　以上要約すれば，充進症では，正常人において認めみ

れない17－OH－CSの腎クレアランス，Cortisol　half－1ifα

の日変動が認められると云うことが出来よう．

アドリナリンによる人体の体液性発汗

久野寧・山田敏男・今井雄介

　人体の汗腺の分泌は，汗腺に分布するcholinergicの

節後繊維を有する交感神経の作用によりてのみおこるも

のとされていたが，アドリナリンを直接汗腺に作用する

と，その分泌がおこる．すなわちアドリナリンは汗腺細

胞を直接刺激する作用があるので，これが体液性に発汗

の原因となりうるのではないかということと想像され

る．

　実験はすべて人体にっき行ない，皮膚の水分放散を測1

定しながら，0．1－0．7mgのアドリナリンを皮下注射し

て，その影響をみた．

　不感蒸泄の状態では0．5mg以上のアドリナリンは殆

ど影響がないが，0．1又は0．2mgでは手掌の水分放散

が高まり，他の一般皮膚面では変化がない．このことは

少量のアドリナリンは不断の分泌を行なっている汗腺を

刺激するが，休止中の汗腺を刺激することができないこ

ととなる．

　中等度の発汗を行なっている人に0．5－0．7mgのアド

リナリンを皮下注射すれば，発汗は10～20分間制止され・

るが，二れは汗腺の血管の収縮に因るものと思われる．

血管収縮をおこさない量のアドリナリン（0・1又は0・2

mg）を用いれば例外なく発汗が著しく増大する（15～

25分間）．

　以上によりアドリナリンは少量を用いれば発汗を増進

することが明らかであり，従って少なくとも運動時の発

汗は神経性と体液性との両作用によりおこることが推定

される．

シンポジウム

「気象と生体のリズム」

天気のリズム

倉　島 厚

天気変化のリズムには，日変化と年変化の外に，いく
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っかの，卓越期間と卓越空間の異なるリズムがあり，現

在の天気はこれらの相互作用で成り立っている．日変化

は，1日を単位とするリズムであり，全地球上に，一定

の時差をもってあらわれ，年変化は1年を単位として全

地球上にあらわれるが，いずれも緯度によってことな
る．

　日変化を乱すものに，高気圧・低気圧・前線による天

気変化がある．これらの天気のあらわれる範囲は，だい

たい1500km巾，その卓越期間は1～2日であるから，

これによって日変化がいちぢるしく乱される．たとえ

ば，低気圧の寒域の悪天は，気温の日変化を完全にかく

してしまう．このような場合，明け方は異常に暖かく，

日中は異常に寒く感じ，人々は不快を覚えることがしば

しばある．しかし，高気圧・低気圧・前線による天気変

化はまた一定のリズムをもっており，しばしば3～4周

期があらわれる．そしてこのリズムは、天気のベース”

によって乱される．、天気のベース”というのは，、自

然期間”とか職汎天候”と呼ばれ，10日間ぐらいの高気

圧・低気圧・前線の移動の様式を規制するメカニズムで

あり，その卓越する空間はおよそ10000km巾である．

これによって轄の天気が異常に長くっづく期間”、雨

の天気が異常に長くっづく期間”があらわれる．天気の

ベースの転換は，不連続的におこり，そのような場合，

人間の体は不調を感ずるように思われる．生体のリズム

と天気のリズムの関係を考える場合，天気のリズムの各

種類をわけて考える必要がある．

気候と“Biologica置Clock”

渡　辺　厳　一

　自律系にせよ，内分泌系にせよ，これらの系の機能に

弔ま，ほとんどすべて24時間リズムがある．このことを最

近“Biological　Clock”と呼んでいる．かかる生理機能

の日内変動現象は，synchronizationをみるに適当な材

料である．元来われわれの興味は，ヒトにそなわる基本

的な2塒間リズムが，与えた条件の変化，環境の変化に

それよく同調するか，破綻するかを見極め，耐性や適性

を決めるにある．しかし，その前に，基本的な24時間リ

ズムとは，どんな性質を持つものかを，承知する必要が

ある．

　ここに用いる尺度は，ウロペプシン（UP）である．こ

こでは・このものの体質や調節機構に言及しない2）．要

は，測定が比較的容易で，生体の置かれた状態の変化を

よく表現するものならば何でもよいのである．その目的

のためには，UP・が恰好の“too1”であるように思われ
る2）．

　そもそも，UP・の毎時活性値をみると，ヒトが朝起床

し，やや暫くして，すなわち8：00A．M．～10：00A．M．の

間，一日中で最高の値を示す．これは，最低値である夜

間睡眠時の2倍以上である．UP・は，胃主細胞から分泌

される以上，たとえ内分泌であっても，多少は食事の影

響をうける．絶食し，しかる後り食事後は，多少活性値

が上昇する．しかし，朝高く夜低い傾向に変りはない3）．

　UP．活性値は，体位や労働の如何により変化する．安

静臥床しているヒトの24時間リズムを測ると，活性水準

は低く，律動の振幅も小さい．適度の肉体活動により，

24時間リズムの水準全体が高揚し，律動振幅も大にな

る．30分前後，突然激しい運動を荷すと，運動後の活性

値は俄然上昇し，基本的な24時間リズムの曲線は，複雑

な形になる4）．年間を通じ，毎月1回UP・の一日平均活

性値をみると，寒い季節に高く，温暖な季節には低下す

るような性質がある5）6）．

　そこで，uP．の顕現する“Biological　clock”が，ヒ

トの経年変化にっれ，季節の変るにともなって，どのよ

うに変貌するかを立体的にみてみたものが7），本論の主

題である．

　少年，青年，壮年，老年の4年令群別の被験者5人にっ

いて，UP．の24時間リズムをみてみた．まず第1図は，

全被験者の季節別日内変動リズムを示したものである．

Unithour

　40
ウ

ロ

ペ　30

プ

シ

ノ　20

活

性

値10

＼
．

＼
．
，

・・

9’

’
＼
．
￥＿．

一冬の平均
　一秋の平均
一一一春の平均

一一一一夏の平均

A

一駄．
　　　’＼．．
’り『・、、　　　　　＼

　　　・ト

28

8　　10　珍　14　16　鳩　　加　　翻

　　　　　　　　時　　　聞

第1図　ウ・ペプシソ活性値24時間リ
　　　　ズムの季節的変化

これから明らかなように，夏（7～8月），

5月），秋（10～11月），冬（1～2月）順で，

鎗一8時

春（4～

日内変動

、天気”9．11．



＼
．

生気候学に関する研究会

の水準は次第に高揚し，同じ順序で，振幅もまた逐次増

大している．4っの回帰直線が，右方で一点に集中する

ような有様を呈するのは，面白いことである．一日の内

最高の8：00～10：00A．M．の活性値と，最低の夜間睡眠

時のそれのみにっき，夏から冬に向い漸増する傾向を比

較したのが，第2図である．
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高い水準で，大きく振動し，お互いの曲線に適当な間隔

のあることである．さらに，各季節にみられる共通な事

象は，青壮年期の曲線が高い水準にあり，老年期の曲線

は低い水準にある．換言すれば，温暖な季節は，日内リ

ズムの“amplitude”の年令差が少なく，保護的である

ことを意味し，寒冷期にはその逆となるのである．
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第2図　ウ・ペプシン時刻別活性値の季節的変化

　睡眠時の床内温度は，それぞれの季節にふさわしい心

地よい状態でなければ，安眠をとることはできない．こ

の季節にふさわしい心地よい状態にも，季節的な変動は

あるはずである．しかしそれは，昼間の環境温度の季節

的変動に比べ，遥かに少ない．言葉を変えれば，睡眠時

のUP．毎時平均活性値の季節的変動は，ヒトの気候に対

する馴化状態を示し，昼間のそれは，馴化と適応の和の

状態を示している，と考えることができる．

　第3図は，4年令群別のUP・24時聞リズムを，四季別に

示したものである．全体として，朝高，夜低い傾向は変

りはないが，少年群では，朝よりむしろ午後活性値が高

い．このようなことは，春や夏に顕著である．これは少

年群の肉体労作の時間的配分が，成人と異なるための第

2義的な差異である．っぎに，この図で明らかなこと

は，夏の水準が低く，しかも，律動振幅は小さく，且，

各年令群曲線が密集しており，これに反し，冬は…般に
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第3図 季節別ウ・ペプシソ日内変動
の年令群別変化

　各年令群別のup．一日平均活性値の季節的変動につい・

て，直線回帰を求めたものが，第4図である．これによ

り，年令と季節の影響の関係が一層はっぎりする．おそ

らく老年者は，環境変化に対し保護される生活様式をと

るため，また刺激に反応する度合が低下しているため，・

四季を通じ日内変動の拡幅度が少なく，一方青壮年は，

その生活様式が環境の諸効果を受けること大きく，加う

るに，これを感受する生命活動か旺盛なため，日内変動’

の振幅にうける気候の影響が強いのであろう．中間を変

動する少年群は，環境の影響．必ずしも少なくないが，

1962年11月 29。
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・UP・の24時間リズムを顕現せしめる一連の機構が，未だ

十分成熟していない，と理解できる．
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文 献

1）渡辺厳一一：日公衛誌，6：430，昭34．

2）桜井忠作他：日新医学，44：544，昭32．

3）桜井忠作：日新医学，

4）桐淵道雄：日新医学，

5）桜井忠作：新潟医誌，

6）桜井忠作：新潟医誌，

7）渡辺厳一：日新医学，

．30

44：305，

46：340，

72：131，

72：215，

47：　79，

昭32．

昭34．

昭33．

昭33．

昭35．

　人体体温の日間変動成因にっいては，生体諸リズム

中，古くから　（1）inner　rhythm　theory，（2）cosmic

theory，（3）miliutheory等がとなえられておるが，現

在に至るも尚解明されてお2）ない．演老は昨年11月28日

ハンブルグを発し，地中海，印度洋を経て神戸に達する

までの航海中の日間変動を連日測定し，若干の知見を得

たので，これを中心に，従来当所で行なった実験成績と

あわせて報告する．

　（1）体温の早朝上昇開始時刻は，測定地点の地方標準

時刻に最もよく並行し，これに比すれば，当該地の実測

経変，緯度，日出，日没との相関度は低い．

　（2）船酔時には体温の上昇度は著しく小さくなり，た

びたび平常のそれよりもはるかに低値を示すことすら生

ずる．しかしかかる場合も早朝上昇のみは痕跡的に残存

する傾向が強い．「船ゆれ」がおさまっても，未だ自覚

的に酔心地が残存する間は，体温は平常に比し，有意の

高値を現わす．その他，内耳機能に異常を招くような動

機負荷時には体温の日間変動は容易に変動する．

　（3）地下340mの個所においても，日間変動には変化

が見られない．但しかかる地点ではpiccardiのPTest

値の変動は消失している．

　（4）環境の高暑は日間経過中の最高値には影響を与え

ず，夜間における体温下降時刻を遅延させる．

　（5）その他，人為的に生活時間を変更した場合，永年

不規則な生活日課従事者，幼少年時，薬物負荷による眩

量時等の休温日間変動を参照して，内耳機能を中心とし

た習慣に胚胎して強力に獲得されたinner　rhythmを主

体として，その成因を考えることが最も当をを得ている

ように思われる．

季節病のリズム

籾　山　政　子

　多くの疾病のなかで，その発生や死亡が何らかの意味

で季節と関連して変化するものを，便宣的に黙季節病”

と名付けた．したがって，ここでは純粋に自然的な性格

、天気”9．11．
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だけを議論するわけではなく，むしろ，人間の社会生活

の影響が混交した形であらわれる複雑なプロセスを通し

て，季節病の変動の姿を論じていく．

　季節病カレンダーの歴史的変遷　（大正初期，昭和初

期，最近），の地理的変遷（日本諸地域，欧米諸地域），

死亡率の季節変動カーブの歴史的推移，死亡率の夏季指

数，冬季指数の移り変りなどをとりあげて，さまざまな

季節病のリズムの変遷のプロセスを検討した．

　その結果，最近の季節病のリズムにみられる大きな特

徴は，死亡率の醸冬季集中”の現象であることがわかっ

た．これはっぎの二つの傾向から構成されている．すな

わち，昔夏に流行期を示したものは，脚気，腸炎，結核

などにみるように冬にかわり，もともと冬に流行期のあ

ったものは，心臓病，脳出血にみられるようにますます

冬に多くなるという，この2っの動きから招来されたも

のと考える．ここで，夏に変った季節病はリズムの位相

が逆転をきたしたとも考えられ，また，これは概して変

動の波の大きさが縮まって来ているのが特徴である．一

方ますます冬に多くなる成人病としての心臓病や脳出血

’は変動の波は増大してきている．

　以上のような季節病のリズムの変遷の原因として，も

し季候とか季節とかいった自然環境だけが関与し，それ

が季節病リズムの姿をきめているのであれば，昔から夏

龍あった死亡の山は，そのまま夏に存在するはずであ

る．ところが現実はそうではなく，従来，夏に多いとい

1962年11月

われていたものまで大部分冬に集中してしまったのであ

る．ここに疾病の季節変動を解釈するキーポイントがあ

ると老えたい．つまり季節病のリズムをこのように一変

させた根源は，一口にいって自然環境ととりくむ人間社

会の側の努力にあるといえるのである．この原因は要約

すれば，人間社会ですすめられてきた医療技術の進歩，

新薬の発見，種々な衛生対策の進歩などであろう．

このような意味で，季節病のリズムを如変に反映する季

節病カレンダーは，社会の発展の姿一この発展は今後

もっと計画的にすすめられるべきものであるが一・をそ

のまま反映した鏡であると考えてもよかろう．

感染成立の季節的リズム

菊　池　正　一

　伝染性疾患発生の季節的変動の機序を解明する手がか

りとして，病原体と宿主の非特異的抵抗との関係に対す

る温熱環境条件の影響を，動物実験により追求した．

　病原体としてRichettsia　orientalis大関株を選ぴ，

実験動物は雄性dd系マウスを用いた．

　大関株による地方性リケッチア症は冬期に多発するこ

とが知られているが，本病原体をマウスに継代し続ける

と，夏季よりも冬季に感染力が強い傾向が認められ，皮

下接種時の驚死迄の平均日数は冬季において著しく短縮
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する．そこで異なる温熱的環境条件下における宿主側と

病原体側の態度を検する目的で次のような実験を行なっ

た．

　先ず同一感染マウス脾乳剤を同量宛多数の健常マウス

に接種し，これを2群にわけて一方は220C（中等温），

他方は100C（低温）におき，各々1日後，3日後の脾

乳剤を10倍系列稀釈して5匹宛の健常マウスに接種し，

そのLD5。値を比較した．その結果一Log　LD5。値は低

温環境群が大，すなわち同量のリケッチア接種をうけた

マウスでも，低温におかれたものの脾乳剤の方が，健常

マウスを感染幾死せしめるカがっよいことが知られた

が，その差はさして大きくない．本実験経度の温度差で

は，宿主のおかれた温熱条件による差は僅少であると思

われた．

　次に低温馴1ヒマウスで数代継代されたリケッチアを健

常マウスに接種し，他方中等温馴化マウスで継代された

リケッチアを同じく健常マウスに接種し，両被接種群を

同一環境温度下において，前実験同様LD5。値を比較し

た．

　その結果は，低温麟化マウス継代リケッチアの方が，

健常マウスを感染驚死せしめるカが強いという成績か得

られ，その差は前実験の揚合の差よりも大であった．

　このことから，感染驚死せしめるカは，いかなる温熱

条件に馴化した宿主の体内を代々経て来たかによる病原

体側の要素に強く支配されると考えられる．すなわち宿

主は温熱環境条件により，抵抗に差異が生ずることも確

かであるが，温熱環境条件によって異る宿主体内（内部

環境）に侵入した病原体が，更に数代同様の馴化状態の

宿主体内を通過するうらに，増殖力又は毒力乃至その両

者に変化をおこすことも極めて重要な要因と老えざるを

得ない．

　更に他の実験の結果からは，LD50値の高低と感染驚

死に至る日数とは，常に平行的関係にないことから，温

熱環境条件の影響は，宿主の抵抗性，宿主体内の病原体

の増殖力及ぴ毒力の各々に対し，必ずしも同一の方向に

働きかけるものとは言いえないと想像される．

持続性暗黒理境における内分泌活動

伊　藤　真　次

　外界の週期的な物理的変動を遮断した場合，生体こと

に内分泌系の活動に如何なる変化があらわれるかにっい

て研究を行なっている．ここには光を完全に遮断したと

きにみられる変化について報告したい．

　実験にはWistar系雄シロネズミを用い1）対照群⑥

2）眼球別出群（鋤，3）暗黒飼育群（◎，4）眼球別出暗黒

飼育群（B　D）の4群にわけた．室温を200Cに保もち，

実験期間は24，48および72日とした．

　体重の増加は，実験開始後24日まで差がなかったが，

その後D群ていちじるしく悪るくなった．BおよびBD

群はD群より良好であった．D群では尾長・隆骨長・怪

骨々端部軟骨層巾も他群より短縮していた．

　光を遮断したネズミで最も大きな変化のみられたのは

生殖器官系で，睾丸・精嚢および前立腺の退行が実験3

群に共通してみられたが，その変化はD群で顕著であっ

た．組織学的にみて精嚢および前立腺では，分泌上皮細

胞の萎縮・腺腔の縮小・分泌物の減少が明らかで，筋層

や間質の状態・輸精管の形態学的変化も去勢後にみられ

る像に近似していた．睾丸では間細胞の萎縮があり，造

精機能の退行は主として厚糸期の精母細胞の退行消失と

精細胞の精上皮からの剥脱によるとみなされる．

　下垂体の32P摂取能もとくにD群て低下していたが，

反対に松果体による32Pの摂取がD群でのみ著明に増加

していた．神経葉のADH含量はD群て著明に減少して

いた．

　副腎および甲状腺の重量と組織所見にはとくにみるべ

きものがなかった，副腎で32Pの酸溶性PえのincorPo－

rationがD群て低下していた．

以上の如く1⊃群の変化がBまたはB　D群のそれにくら

べて一般に著明てあった．その機序に関しては目下検討

中である．

ノ

〔訂正〕

行

3
5

日本気象挙会第12期各担当役員ならびに委員一覧表

　　　誤

　　　　　　　須　田　　健
　　　　　石　原　建　二

　　　　　
関　　厚　彊

須

石

関

　正

　　　　　
田　　建
　　　原　健　二
　　

原　　彊

　（VoL9，No．10336頁）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

7　　喜多村一男
　　　　　　　　　10　　石　原　建　二
　　　　　　　11　　相　厚　正　彦

日本気象学会気象研究ノート80周年記念号について（Vol．9，No．10340頁）

文献の項「その個所にをつけ」を「その個所に1）2）をつけ」に

52

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

西　本　清　吉

　　　　ゆ石　原　健　二

　　　
相原　正彦

、天気”9．11．

∠


